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２値の入力をそれぞれ X，Y とし，桁上げ入力を C，出力を S，桁上げ信号を C’
とした．その入力と出力を真理値表としてまとめると表１のようになる。 
次に使用するリレーを選定した．一般的な電源電圧で制御可能で，リレー制御信




表 1 真理値表 
X Y C S C’ 
0 0 0 0 0 
1 0 0 1 0 
0 1 0 1 0 
0 0 1 1 0 
1 1 0 0 1 
1 0 1 0 1 
0 1 1 0 1 













































































今日のコンピュータの CPUの動作周波数は 4GHzを超えるものも多い．4GHzの CPU
が 1 サイクルにかかる時間は 250ps である．今回作ったリレー計算機と比べると約
4000万倍高速に動作すること考えられる． 











図 5 発振時のオシロスコープ画面 
